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研究成果の概要（和文）：本研究は、流通業とサービス業における事業承継前後のさまざまな課題を明確にする
ことを目的とした。これらの業種は、消費者の生活にとって、非常に身近なものである。これらには大規模企業
も存在するが、多くは中小企業や零細事業者がその中心である。したがって、これらの事業者が廃業すること
は、地域の消費生活を維持する上でも大きな影響を与える。大企業の場合、後継者は存在するため、中小規模や
零細事業者の事業承継前後の課題を中心に取り上げた。そこでは特に事業承継を支援する公的機関の対応や政策
対象である中小零細企業とのミスマッチが明らかになった。また、現経営者と後継候補者との意識の違いが大き
いことを明確にした。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify various issues before and after business 
succession in the distribution and service industry. These industries are very familiar to 
consumers' lives. There are also large-scale companies, but most of them are medium and small 
businesses. Therefore, having these businesses go out of business has major impacts on maintaining 
the local consumer life. In the case of large companies, since there are successors, this study 
focused on issues before and after the business succession of small and medium-sized businesses and 
small businesses. In particular, the response from the public organizations that support business 
succession and the mismatches with the medium and small and medium enterprises that became the 
policy targets became clear. In addition, this study clarified that the difference in awareness 
between current managers and successor candidates is so large.

研究分野：商学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
事業承継は大きな課題とならなかったが、起業数よりも廃業数が上回る状態が継続している。また事業承継を個
別企業課題とし、公的政策対象とすることを回避してきた経緯がある。一方で、企業が存続しなければ、日常生
活への影響を被る消費者の存在がクローズアップされるようになった。流通業やサービス業は、消費生活の中で
は重要な位置を占めている。そこでこれらの業種を中心に当該地域で事業が継続できなくなった場合の影響、事
業承継が順調に進まなくなった背景を関係諸機関や当該企業から聞き取り調査をし明確にした。製造業では事業
承継課題や事業承継政策が展開されているが、流通業とサービス業を中心に取り上げたところに意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 わが国では、1980年代半ばから企業件数よりも廃業件数が上回る状態が継続している。経済
における新陳代謝として、廃業・起業の繰り返しは、当然である。しかし、後継者が不在とい
う理由により、廃業を選択しなければならない状況というのは、社会的な損失につながる。特
にこれまで中小零細規模事業者の場合、親子または親族による事業承継が連綿として行われて
きた面が強い。このような状態から近年では、子どもが親の仕事を継がず、別の道を選択する
場合も増加した。それに少子化社会という現象が影響し、事業継続が困難になる状況が多く見
られる。また流通業・サービス業は、事業の小規模性が特に強い事業である。そこでこれらの
状況を踏まえ、流通業・サービス業において家族による事業承継前後の課題を明確にすること
を考察することとした。 
 
２．研究の目的 
大企業であれば、事業を承継する経営者、その候補は複数存在するが、事業規模が小さくな
ればなるほど、後継者不足に悩み、後継者が見つからず、廃業に至る事例が多く見られる。本
研究では、中小・零細規模の事業者において、これまで家族による事業承継が順調に行われて
きた背景、さらにはその支援体制を明確にすることにより、現在の事業承継を断念する場合を
少しでも少なくしようとするところに貢献したいというのが研究の第 1の目的であった。それ
は流通業・サービス業は、製造業以上に各地域に密接な事業であり、これらの事業が継続しな
くなることは、当該経営者や従業者の生活面での不安が大きくなるだけではなく、これらの事
業所が所在する地域の消費者の生活にも大きな影響を与える可能性があるためである。そこで、
家族による事業承継のための条件や社会的背景、さらには後継者候補として育成する環境等に
ついても明らかにすることを第 2の研究目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究の研究方法は、事業承継を考える時期にさしかかっている事業者から直接聞き取り調
査をすることにより、事業承継にあたっての問題を多方面から聞き取り調査するという方法を
とった。そこで得られた結果について、整理をし、流通業・サービス業を手がける事業者にア
ンケート調査を行い、事業承継前後における家族の問題について明確にしようとした。他方、
事業承継を支援する各地に配置された事業引継ぎ支援センターに聞き取り調査を行い、各地域
における事業承継の現状を第三者の視角により、明確にすることとした。したがって、研究方
法として、実際に事業承継を終えた企業(事業所)、現在事業承継を行う必要がある企業、さら
に事業承継を考えなければならない企業等に聞き取り調査をし、さらにこれら支援機関への聞
き取り調査により課題をすることを行った。またこれらをデータで裏付けるという作業も実施
した。 
 
４．研究成果 
 本研究の研究成果は、学会報告や論文などにより、公開をしてきた。特に流通業・サービス
業における家族による事業承継前後の課題は、多方面にわたっていることが明確になった。い
くつか明確になった課題をあげると、事業を継続する上での①事業の将来性の問題(現在の売上
確保の見通しが立ちにくい)、②雇用する従業員の問題(従業員の生活における責任)、③家族の
生活上の問題(一度他企業に勤務した後継候補者の生活が一変すること)、などが明確になった。
これらは流通業・サービス業でなくとも、製造業などでもいわれていることが改めて確認され
た。ただ、これまで流通業やサービス業において培われてきた「知識」や「技術」の問題もク
ローズアップされることとなった。これは「小売業のノウハウ」「サービス業のノウハウ」とい
えるものであるが、製造業におけるノウハウとはやや異なっており、対顧客への接し方や個別
対応などは、これらの業種の場合、なかなか承継がしにくいものとして明確になった。今後、
これらの業種における承継すべきノウハウの研究という課題も明確になった。 
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